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宝島社・企業広告
「日本の犬と、アメリカの犬は、会話できるのか。」
株式会社宝島社

受賞代表者───代表取締役社長　蓮見　清一 氏
広告活動────2010年 9月 2日付朝日、毎日、

読売、日経、産経東京に掲載。
二連版全30段カラー。米・ニュ
ーヨークタイムズ、ワシントン
ポストにも英語版で同日付に掲
載。ワイドスプレッドカラー。
ウェブサイトと連動

企画──────宝島社、アサツー ディ・ケイ
制作──────アサツー ディ・ケイ、ADKア

ーツ
扱い──────アサツー ディ・ケイ
制作スタッフ──エグゼクティブCD＝能丸裕幸、

CD・C＝藤井徹、AD＝櫻田厚
志、D＝塚本康太、クリエーテ
ィブコーディネート＝織田圭
子、CG＝鈴木義大

企画の概要と選定理由
コミュニケーションの重要性を訴える企業メッセー
ジ広告。読者への問いかけをシンプルでインパクト
のあるビジュアルで表現している。あえてメーンコ
ピー以外の説明を一切省き、広告の意味を考えても
らうことを意図した。アメリカの新聞「ニューヨーク
タイムズ」、「ワシントンポスト」にも同じ広告を同日
付で掲載し、企業の認知度、ブランド力の向上や時
代に相応した宝島社の考えを社会に発信し、日米両
国で大きな反響を呼んだ。
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東芝白物家電80周年キャンペーン
株式会社東芝

受賞代表者───取締役　代表執行役社長　佐々木　則夫 氏
広告活動────2010年12月27日から29日まで日経、産経、11年1月24日から2

月 27日まで朝日、3月 4日から 6日まで読売に全 6回シリーズで掲
載。全15段カラー。テレビCM、ラジオCMと連動

企画──────東芝広告部
制作・扱い ───電通
制作スタッフ──Pro＝岩橋淳子、来山真未、CD＝下堂貴政、AD＝喜多昭夫、C＝岩

田純平、D＝中尾祐輝、坂本洋介、Ph＝坪谷靖史

企画の概要と選定理由
東芝が日本で初めて白物家電を製造して 80 周年となるのを記念し、展開したシリーズ広
告。母娘三代の物語を通して、冷蔵庫、洗濯機、掃除機といった電化製品が、どのように
家事を変えていったのかを表現することで、その技術力と企業姿勢を訴求した。家電の歴
史が一目で分かるビジュアルや統一感のあるコピーが読者の目を引いたほか、白物家電の
進化を家族の歴史になぞらえて展開したストーリー性、企画力が高く評価された。商品発
売時の思い出を物語風にまとめるなど、新聞ならではの活字による情報発信に成功し、読
者から、改めて家電の重要性が伝わったなど多くの反響が寄せられた。
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JRA　GⅠレース告知シリーズ
日本中央競馬会

受賞代表者───理事長　土川　健之 氏
広告活動────2011年2月16日から5月28日まで朝日、毎日、読

売、日経、東京、産経、北海道、中日、西日本など30
紙に 9回シリーズで掲載。シリーズ継続中。全 15
段、全5段、カラーとモノクロ。テレビCM、ポスタ
ーと連動。プレミアムブックを作成

企画・制作 ───電通
制作スタッフ──シニア CD＝嶋田清、CD＝髙崎卓馬、AD＝沓掛光

宏、C＝魚返洋平、Pro＝菅野智子、D＝大槻耕平、
坂倉真衣、花房令子、Ph＝青山たかかず、カリグラ
フ＝倉田芳琳
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企画の概要と選定理由
GI レース開催のタイミングに合わせ、往年の名馬たちとそれらに思いを
託した人々の架空の物語で展開したシリーズ広告。競馬が持つ魅力、ロマ
ンを思い起こさせるストーリーは、現役のファンのみならず、競馬から離
れたファンにも当時の興奮を思い起こさせ、休眠ファン層の再開拓に成
功した。サラブレッドの力強さと美しさを強調した躍動感あふれるビジュ
アルと、新聞広告の特性を生かした読みごたえのあるストーリーが見事
に調和し、競馬の伝統と重み、奥行きを伝えており、競馬の人気回復に大
きく寄与した。
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三井住友銀行　企業広告「2010年、神戸」
株式会社三井住友銀行

受賞代表者───頭取　國部　毅 氏
広告活動────2010年12月31日付神戸に掲載。全15段カラー
企画・制作 ───博報堂
扱い──────電通
制作スタッフ──CD＝清水篤志郎、AD＝周藤広明、C＝井口雄大、

D＝遠藤弘和、北村華恵、I＝北村華恵
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企画の概要と選定理由
神戸銀行を母体のひとつとする三井住友銀行が、2010 年に神戸新聞に掲
載された記事の切り抜きを活用して元気で前向きなニュースを紹介し、
神戸に暮らす人々に明るい話題を提供した。国内の政治や経済状況に不
透明感が漂うなか、大晦日に明るい記事を掲載することで、その年を振り
返るだけでなく、新しい年への希望を表現することに成功した。地元紙の
記事を活用したクリエーティブにより、企業と地域の読者の絆をよりいっ
そう確かなものとしている。地域を温かく見つめ続ける真摯な企業姿勢
が、読者の共感を呼んだ。

◉



新聞広告賞

14 Newspaper Advertising Prize 2011

広告主企画部門

15Newspaper Advertising Prize 2011

広
告
主
企
画
部
門
│
新
聞
広
告
賞

「できるはずがない」。
そこに挑戦するから、森ビルなのだと思う。
森ビル株式会社

受賞代表者───代表取締役会長　森　稔 氏
広告活動────2010年 11月 8日付毎日東京、

読売東京、日経、東京、産経、
11月9日付朝日東京に掲載。二
連版全 30段カラー。ウェブサ
イト、ラジオ CM、ポスターな
どと連動

企画──────森ビル広報室
制作──────副田デザイン制作所、フューチ

ャーテクスト
扱い──────電通、博報堂、日本経済社
制作スタッフ──Pro＝森ビル広報室、CD＝副田

高行、前田知巳、AD＝副田高
行、C＝前田知巳、D＝溝江彩

企画の概要と選定理由
森ビルの社長（当時）である森稔氏が東京・赤坂六本
木一帯の再開発を例に、同社が都市づくりにかける
姿勢と取り組み、今後目指す都市の姿を率直に語っ
た。トップのメッセージを、活字のみで伝えたクリエ
ーティブは、読者から大きな注目を集めるとともに、
企業に対する理解を深め、同社がつくりあげる都市
への共感を生み出すうえで、大きな役割を果たした。
メッセージ性の高い、新聞広告ならではの読ませる
広告展開により、ブランド向上に成功しただけでな
く、企業の新たなる挑戦に向けたスピリットを表現
し、社の内外から、多くの反響が寄せられた。
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